
新
鋭
介
護
機
器
の
試

行
事
業
に
重
点
投
資

す
る
こ
と
等
の
方
針

が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
春
開
催
の
後
援
会

総
会
で
本
決
ま
り
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
先
立
ち
平
成
二
十

四
年
度
愛
寿
会
予
算

に
計
上
す
る
こ
と
も

了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
少
で
済
む
空
気
清

浄
機
の
導
入
を
…
」

と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
去
る
一

月
十
三
日
Ａ
社
製
品

に
目
星
を
つ
け
、
神

部
司
、
石
原
公
興
両

部
長
、
大
串
リ
ー
ダ

ー
の
三
名
で
、
近
県

の
設
置
先
を
調
査
し 

 

て
き
ま
し
た
。 

二
月
か
ら
Ａ
社
の
無
償
提
供
の
も
と
一
―
三
班
で
試
用

に
入
り
ま
し
た
。
二
月
二
十
一
日
（
火
）
か
ら
は
現
在
の
機

器
よ
り
大
型
の
方
が
適
切
と
す
る
メ
ー
カ
ー
意
見
の
も
と

三
班
で
写
真
の
よ
う
に
最
新
の
改
良
型
で
性
能
調
査
に
入

り
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
の
も
後
援
会
の
皆
様
の
ご
支

援
の
お
か
げ
と
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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金
員
・物
品
の
ご
寄
附 

・
北
杜
市 

山
梨
県
更
生
保
護
女
性
連
盟 

峡
北
支
部
長
坂
地
区 

 

様 

・
北
杜
市 

山
梨
県
年
金
受
給
者
協
会 

北
杜
第
一
支
部 

 
 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 
 

浅 

川 

萬
亀
夫 

 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 

 
 

小
宮
山 

光 

彦 
 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 
 
 

進 

藤 

玲 

子 
 
 

様 

・
韮
崎
市
本
町 

 
 
 
 
 

鈴

木

生

花

店 
 
 

様 

・
韮
崎
市
中
田
町 

 
 
 
 

小 

野 

慶 

子 
 
 

様 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 

 
 

保 

坂 

多
枝
子 

 
 

様 

愛
寿
会
後
援
会
へ
の
ご
協
力 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 
 

朝 

日 

清 

子 
 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 

 
 

由 

井 

友 

男 
 
 

様 

 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
～ 

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け
る
施
設

運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努
め
て
参

り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

夏
祭
り
へ
の
援
助
、
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
研
修
会
・
講
習
会
等
へ
の
支
援
、
敬
老
の
日
や
ク
リ
ス

マ
ス
な
ど
の
慰
安
会
に
財
政
援
助
す
る
こ
と
、
特
に
職
員

の
労
力
軽
減
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る 

山
梨
県
年
金
受
給
者
協
会
北
杜
第
一
支
部
様 

来
園  

 

二
月
八
日
（
火
）
山
梨
県

年
金
受
給
者
協
会
北
杜
第

一
支
部
の
方
々
十
名
が
来

園
さ
れ
、
タ
オ
ル
・
石
け

ん
・
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
等
を
頂

き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
に
何
か
ご
意
見
・
ご
要
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま
た
、
施
設
見
学
等
の
ご
希
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

 
 
 
 

愛
寿
会
後
援
会
役
員
会
開
催 

 

二
月
九
日
（
木
）
午
前
十
一
時
か
ら
仁
生
園
会
議
室
に

お
い
て
見
出
し
の
役
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

中
山
賢
一
後
援
会
長
か
ら
募
金
活
動
へ
の
協
力
お
礼

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
小
澤
澄
夫
理
事
長
か
ら
仁
生
園
・

第
二
仁
生
園
の
運
営
が
順
調
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
等

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

会
議
の
主
な
内
容
は
二
十
四
年
度
予
算
を
ど
の
よ
う

に
編
成
す
る
か
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

利
用
者
・
職
員
か
ら
後
援
会
の
皆
様
に
感
謝 

 
 

介
護
労
働
合
理
化
設
備
整
備
事
業
に
つ
い
て 

 

平
成
二
十
三
年
度
に
、
利
用
者
の
皆
様
方
の
快
適
性
の
増

進
に
役
立
ち
、
ひ
い
て
そ
れ
が
介
護
労
働
の
軽
減
に
つ
な
が

る
設
備
を
検
討
し
、
先
ず
は
後
援
会
費
で
購
入
の
う
え
試

用
、
本
格
的
に
整
備
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
と
き
愛
寿

会
予
算
で
購
入
す
る
…
と
の
仕
組
み
を
お
考
え
い
た
だ
き

ま
し
た
。
予
算
も
二
百
万
円
計
上
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
使
途
で
す
が
、
介
護
現
場
で
は
、
「
利
用
者
の
快
適

性
の
向
上
が
第
一
。
最
新
で
、
か
つ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が 

 

 

感
謝 
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情
報
頻
り
で
す
。
昨
年
の
愛
寿
会
だ
よ
り
十
月
号
以
降
毎
号

で
面
会
者
の
皆
様
に
手
洗
い
の
励
行
、
マ
ス
ク
の
着
用
等
を

お
願
い
し
て
来
ま
し
た
が
、
二
月
十
四
日
（
火
）
に
は
溝
口

医
師
を
お
招
き
し
緊
急
安
全
委
員
会
を
開
き
、
万
全
を
期
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
中
段
の
写
真
・
手
指
消
毒
等
の
お

願
い 

次
頁
） 

                    

い
っ
た
行
為
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

愛
寿
会
だ
よ
り
の

二
月
号
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
よ
う
に

三
月
三
十
一
日
ま
で

に
愛
寿
会
の
介
護
職

員
全
員
が
こ
の
資
格

を
取
得
す
る
よ
う
勤

務
時
間
が
終
わ
っ
て

か
ら
集
中
的
に
講
習

を
受
け
て
い
ま
す
。

（
上
段
の
写
真
） 

                         

す
づ
か
、
内
藤
千
春

の
両
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

が
参
加
し
ま
し
た
。

身
体
拘
束
は
不
可
、

不
適
切
対
応
の
改

善
、
成
年
後
見
人
制

度
の
活
用
等
の
問
題

が
中
心
だ
っ
た
と
の

こ
と
。 

 

二
月
十
五
日
（
水
）

上
の
写
真
の
よ
う
に

お
二
人
を
講
師
に
伝

達
講
習
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。 
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第 153 号                        社会福祉法人 愛 寿 会                平成 24 年 3 月 1 日 

3 月号 
第 153 号 

平成 24 年 

3月1日発行 

講
習
会
・
研
修
会
・
検
討
会
が
目
白
押
し 

全
職
員
ね
じ
り
鉢
巻
き
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す 

 

痰
の
吸
引
等
に
関
す
る
技
術
講
習
会 

 

ご
高
齢
の
皆
様
が
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。
国
は
在
宅
支

援
を
充
実
す
る
と
共
に
民
間
に
よ
る
ケ
ア
付
き
住
宅
建
設

の
推
進
等
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
多
様
な
需

要
に
応
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
は
特
養
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
最
重
度
者
の
拠
り
所
で
す
。 

 

そ
う
な
り
ま
す
と
特
養
と
し
て
は
こ
れ
に
対
応
で
き
る

知
識
・
技
能
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
先
般
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
そ
の
他
の
関

係
法
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、
一
定
の
講
習
を
受

け
た
介
護
職
員
は
痰
の
吸
引
、
胃
瘻
（
い
ろ
う
）
の
管
理
と 

                         

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
予
防
の
た
め
の
緊
急

安
全
委
員
会
開
催 

 

県
内
各
地
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
発
症
の 

                    

 

 

 

高
齢
者
権
利
擁
護
伝
達
講
習
会 

 

愛
寿
会
で
は
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
県
内
外

で
行
わ
れ
る
研
修
会
・
講
習
会
に
は
多
忙
な
業
務
の
合
間
を

縫
っ
て
必
ず
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日
を

改
め
全
職
員
対
象
の
伝
達
講
習
会
開
催
と
な
り
ま
す
。 

 

一
月
三
十
一
日
（
火
）
に
甲
府
市
山
梨
県
社
会
福
祉
会
館

で
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
関
す
る
研
究
会
が
開
か
れ
、
北
原 

 

2 月 14 日（火）溝口医師を招き緊急安全委員会（仁生園会議室） 

2 月 15 日（水）高齢者権利擁護伝達講習会（仁生園会議室） 

 

2 月 10 日（金）痰の吸引等に関する技術講習会（仁生園会議室） 



に
な
る
シ
ス
テ
ム

で
、
至
急
改
善
し
な

け
れ
ば
と
の
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。
第

二
仁
生
園
の
非
常
電

源
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
と
併
用
の
も
の
で

す
か
ら
自
在
性
は
更

に
劣
り
ま
す
。
第
二

の
場
合
本
体
と
別
時

期
に
別
棟
で
建
て
た 

  

倉
庫
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
た
方
が
安
全
と
の
反

省
も
得
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
九
月
の
定
例
評
議
員
会
・
理
事
会
に
お
諮
り
し
、

以
上
の
改
良
工
事
費
と
し
て
九
百
余
万
円
を
計
上
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
指
名
競
争
入
札
を
実
施
、
韮
崎
市

の
関
東
電
設
株
式
会
社
が
税
込
み
六
百
八
十
二
万
五
千
円

で
施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
暮
れ
の
十
二
月
二
十
八

日
に
着
工
、
工
事
期
限
前
の
二
月
二
十
七
日
に
完
成
し
ま
し

た
。 

 

非
常
電
源
の
下 

早
速
避
難
・
介
護
の
訓
練
実
施 

 

工
事
完
了
に
先
き
立
ち
二
十
四
日
（
金
）
午
後
六
時
半
か

ら
、
二
、
三
班
の
副
園
長
を
初
め
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
、
そ
れ
に

利
用
者
の
皆
様
多
数
が
参
加
の
も
と
、
右
の
写
真
の
よ
う
に 

非
常
時
の
避
難
手
続
き
の
確
認
、
介
護
業
務
の
進
め
方
等

に
つ
い
て
実
地
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。
順
調
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
一
安
心
で
し
た
。 

 

な
お
、
第
二
仁
生
園
で
は
三
月
中
旬
に
非
常
用
電
源
の

下
で
の
避
難
訓
練
及
び
介
護
訓
練
を
行
う
よ
う
計
画
中
で

す
。 
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両
園
の
非
常
電
源
装
置
強
化
事
業
が
終
わ
り
ま
し
た 

 
 

第
二
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
補
強
工
事
も
… 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
ほ
ど
な
く
満
一
ケ
年
に
な
り
ま
す
。 

 

そ
の
際
両
園
と
も
何
の
被
害
も
な
く
、
特
別
の
混
乱
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
は
い
う
も
の
の
仁
生
園
の
二
号
館
の

非
常
電
源
は
照
度
が
低
い
う
え
三
十
分
経
て
ば
ス
ト
ッ
プ

と 

 

 

 
 

あ
な
ご
・
エ
ビ
・
タ
マ
ゴ

…
一
番
人
気
は
何
と
言

っ
て
も
マ
グ
ロ
で
し
た
。 

ん

握

り

た

て

の

「
お
寿
司
」
に
、

皆
様
大
変
喜
ば
れ

会
話
も
弾
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
北
杜
市

大
泉
町
の
「
谷
桜

酒
造
」
様
か
ら
頂

き
ま
し
た
酒
粕
で

作
っ
た
甘
酒
も
振

る

舞

わ

れ

ま

し

た
。
「
谷
桜
酒
造
」

様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 

仁 

生 

園 

誕 

生 

会 

 
二
月
七
日
（
火
）
誕
生
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
職
人
さ 

寿
美
浩
会
（
す
み
ひ
ろ
会
）

の
方
々
に
よ
る
踊
り
も
披

露
さ
れ
ま
し
た 

ご
面
会
の
皆
さ
ま 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の 

予
防
の
た
め
、
手
指
消
毒
に 

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
両
園
共
通
） 

一
、
面
会
は
な
る
べ
く
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
の
間
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

二
、
出
入
り
は
正
面
玄
関
か
ら
の
み
と
し
て
下

さ
い
。 

三
、
必
ず
マ
ス
ク
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
お
忘
れ
の

方
は
事
務
室
に
申
し
出
て
下
さ
い
。 

四
、
入
る
と
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
消
毒
液
が
あ
り
ま

す
。
手
指
を
て
い
ね
い
に
消
毒
し
て
下
さ
い
。 

五
、
面
会
に
訪
れ
た
こ
と
を
事
務
室
に
お
話
し
下

さ
い
。
そ
の
際
、
体
調
の
悪
い
方
に
は
ご
遠
慮

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

六
、
そ
れ
か
ら
ワ
ー
カ
ー
室
に
向
か
い
、
来
意
を
お

伝
え
下
さ
い
。 

七
、
面
会
の
と
き
に
は
マ
ス
ク
着
用
を
基
本
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

2 月 24 日（金）午後 6 時半非常電源下での訓練… 

「明るさは合格」との評でした。（仁生園 2,3 班） 



 
 
 
 
 

 

い
ま
し
た
。 

外
は
、
ま
だ
雪
が
い

っ
ぱ
い
で
、
春
の
訪
れ

は
し
ば
ら
く
先
に
な

り
そ
う
で
す
が
、
体
に

気
を
つ
け
て
楽
し
く

過
ご
す
よ
う
み
ん
な

で
心
が
け
て
参
り
ま

す
。 

 

園
で
二
台
の
洗
濯
機
を

更
新
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
旧
型
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど

効
率
が
よ
く
両
園
と
も

大
助
か
り
で
す
。 

 

第
二
仁
生
園
で
は
利

用
者
の
皆
様
が
日
中
活

動
に
利
用
し
た
り
し
て

い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
昨
年
の
十
一
月
指
名
競
争
入
札
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
長
坂
町
の
八
ツ
麓
自
動
車
が
落
札
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
、
ス
リ
ー
モ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど
付
属
品

の
整
備
を
急
ぎ
、
二
月
二
十
八
日
（
火
）
納
車
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
一
名
、
車
椅
子
一
名
、
職
員
六
名
、
計

八
名
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
で
乗
車
で
き
る
最
新
鋭
車

で
す
。
か
か
っ
た
費
用
は
四
百
四
十
万
円
で
し
た
。 
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東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年 

 
 
 

岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
応
援
に
行
っ
て
来
ま
す 

 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

あ
れ
か
ら
早
く
も
一
年
に
な
り
ま
す
。
現
地
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
復
旧
、
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

仁
生
園
で
は
昨
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
宮
城
県
気

仙
沼
市
に
四
人
が
応
援
に
出
動
し
ま
し
た
。 

 

今
度
は
第
二
仁
生
園
の
出
番
で
す
。
二
月
二
十
六
日
か

ら
三
月
四
日
ま
で
矢
吹
淳
生
活
支
援
員
、
三
月
二
十
五
日

か
ら
四
月
一
日
ま
で
平
島
江
一
生
活
支
援
員
が
陸
前
高

田
市
の
身
体
障
害
者
支
援
の
た
め
出
張
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
二
職
員
と
も
、
「
第
二
仁
生
園
を
代
表
し
て

が
ん
ば
っ
て
来
ま
す
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。 

 

愛
寿
会
だ
よ
り
四
月
号
で
現
地
の
状
況
な
ど
報
告
の

予
定
で
す
。 

第
二
仁
生
園
の
「
節
分
」 

 

二
月
三
日
（
金
）
節
分
の
日
、
赤
鬼
・
青
鬼
を
目

が
け
「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
と
豆
ま
き
を
し
ま
し

た
。
威
勢
よ
く
登
場
し
た
鬼
も
、
皆
さ
ん
の
元
気
な

声
に
…
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
逃
げ
て
行
っ
て
し
ま 

第
二
仁
生
園
の
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー 

 

西
暦
二
百
六
十
年
代
に
殉
教
死
し
た
ロ
ー
マ
の
聖

バ
レ
ン
タ
イ
ン
を
想
い
起
こ
す
趣
旨
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
祭
日
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
愛
す

る
人
に
贈
り
物
を
す
る
日
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
第
二

で
は
み
ん
な
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
菓
子
を
つ
く
り
食

べ
て
楽
し
み
ま
し
た
。 

 
 

 

山
梨
県
共
同
募
金
会
か
ら
の
洗
濯
機
で
日
中
活
動 

 

平
成
二
十
四
年
度
は
県
共
募
の
ご
配
慮
に
よ
り
仁
生

園
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
「
こ
あ
ら
ま
」
で
三
台
、
第
二
仁
生 

第
二
仁
生
園
に
念
願
の
福
祉
車
両
導
入 

日
中
活
動
に
も
利
用
で
き
る
と
み
ん
な
大
喜
び 

 

第
二
仁
生
園
の
利
用
者
の
皆
様
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
車
椅

子
で
日
常
を
お
過
ご
し
で
す
。
数
名
の
方
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
で
な
け
れ
ば
移
動
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
甲
陽
病
院
を
初

め
韮
崎
、
甲
府
、
富
士
見
な
ど
の
病
院
に
ほ
ぼ
毎
日
送
り
迎

え
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
だ
け
に
職

員
も
利
用
者
の
皆

様
も
最
新
の
福
祉

車
両
が
あ
れ
ば
…

と
喉
（
の
ど
）
か
ら

手
が
出
る
思
い
で

し
た
。 

今
年
に
入
っ
て

県
に
障
害
者
自
立

支
援
基
盤
整
備
事

業
補
助
金
を
申
請

し
た
と
こ
ろ
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
所
要

額
の
全
部
が
補
助

さ
れ
る
制
度
で
す
。 

 

 

 


